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２．サービスの内容 

 

｢開発ナレッジによる開発力強
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（１）新しい開発業務仕組み

（２）開発力強化の為のナレ

（３）顧客毎別カスタマイズ
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３．サービスの特徴 

 

 「J-PKM パッケージ」サービスの主な特徴は以下の通りです。 

 

（１） フロントローディングを定量化手法により実現 

・ 設計変更に注目。定量化設計進捗管理と早期問題発見のための情報提供を用い、フロントローデ 

   ィングを実現。設計変更前倒し、変更コスト削減に有効です。 

（２） ナレッジマネジメントの具体化 

・ 開発におけるナレッジを定義し、様々な検討の場でのナレッジを記録し、蓄積したナレッジを活 

   用するサイクルを確立します。 

（３） 新しい開発業務仕組みへ移行するための支援 

・ 新しい仕組への移行を、チェンジマネジメント手法にて支援致します。 

（４） KM パッケージ導入による早期立ち上げ 

・ 基本機能をパッケージング化し早期導入が可能です。顧客固有の要件や PDM/CRM とのリンク・ 

   カスタマイズなどにも対応します。 

（５） Web システムでポータル化 

・ PDM や CAD システムに依存することなく、Web 系のシステムで柔軟な使用環境を実現します。 

 

４．サービス導入のメリット 

 

 サービスの導入により、顧客は次のようなメリットを享受できます。 

 

 （１）設計変更の前倒しが可能となり、変更コスト、時間を大幅に削減できます。 

 （２）従来残っていなかった設計思考情報やアイディアが電子化され、ノウハウとして蓄積できます。 

 （３）組織を超えたチームによる開発を促し、新しい開発スタイルを確立できます。 
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